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鳳
凰
山

神
野
良
英

寺
社
札

入
門

仁
和
寺

カ
タ
ロ
グ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
山
城
編
）○

庄
田
儀
左
ヱ
門
（
相
楽
郡
祝
園
村
）

・
銀
二
匁
【200

】

・
銭
百
文
（
二
匁
札
に
押
印
）【700

】

○
片
岡
又
右
ヱ
門
（
添
上
郡
大
柳
生
村
）

・
銀
二
匁
【350

】

○
空
欄

・
銀
弐
匁
【600

】

・
銀
五
分
【400

】

こ
ち
ら
の
弐
匁
札
は
壱
匁
札
の
版
木
を
流
用
し
た
も

の
で
、
表
面
は
四
・
五
段
を
差
し
替
え
、
裏
面
は
三
段
の

中
央
を
抜
き
、
額
面
を
嵌
め
込
ん
で
い
ま
す
。

五
分
札
は
表
面
の
五
・
六
段
を
削
除
す
る
こ
と
で
押
印

の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
よ
う
で
す
。

○
宅
原
村
引
請
所
嶋
屋
五
兵
衛
（
Ⅰ
）

・
銀
弐
拾
匁
【700

】

・
銀
拾
匁
【300

】

・
銀
五
匁
（
青
）【250

】

・
銀
壱
匁
【100

】

・
銀
五
分
【250

】

後
掲
札
と
も
ど
も
文
久
三
年
の
発
行
札
で
す
。

○
宅
原
引
替
會
所
（
Ⅱ
）

・
銀
五
匁
（
青
）【350

】

・
銀
壱
匁
【80

】

・
銀
三
分
（
赤
）【500

】

・
銀
壱
分
（
黄
）【500

】

三
分
札
の
表
面
二
段
の
左
に
は
「
慶
應･･････

」
と

入
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
厳
密
に
は
こ
の
タ
イ
プ

で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
摂
州
宅
原
馬
場
五
兵
衛
（
Ⅲ
）

・
銀
弐
拾
匁
（
赤
）【400

】

・
銀
拾
匁
（
赤
）【250

】

・
銀
五
匁
（
赤
）【150

】

・
銀
弐
匁
（
赤
）【40

】

・
銀
壱
匁
（
赤
）【250

】

・
銭
弐
百
文
（
赤
）（
弐
匁
札
に
押
印
）【350

】

仁
和
寺
は
仁
和
四
（
八
八
八
）
年
創
建
と
な
る
真
言

宗
御
室
派
の
総
本
山
で
す
。

こ
の
仁
和
寺
札
も
種
類
が
多
く
、
中
分
類
を
入
れ
な

が
ら
見
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
が
、
タ
イ
プ
に
よ
っ
て

は
未
見
の
も
の
も
多
く
、
今
回
は
確
認
札
の
み
の
記
載

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
御
用
所
（
南
都
中
辻
町
）

・
銀
二
匁
【150

】

・
銀
壱
匁
【600

】

・
銀
五
分
【20

】

こ
ち
ら
の
二
匁
札
に
は
複
数
の
版
木
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
長
期
に
亘
る
発
行
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

大
小
様
々
な
押
印
が
見
ら
れ
、
そ
の
収
集
に
熱
の
入

る
と
こ
ろ
で
す
。

仁
和
寺
（
御
室
御
所
）

森
本
清
左
ヱ
門
／
森
本
清
左
衛
門
（
Ａ
）

御
米
下
融
通
手
形
（
Ｂ
）
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※
い
ず
れ
の
弐
匁
札
と
壱
匁
札
に
も
改
造
（
改
印
／
改

書
）
銭
札
が
見
ら
れ
る
の
で
す
が
、
元
札
と
の
比
率
が

一
致
し
な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 

○
貸
附
所

・
銀
弐
分
【1000

】

仁
和
寺
札
に
は
こ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
と
記
録
が
あ

る
（
版
木
の
み
の
発
見
を
含
む
）
よ
う
で
、
実
物
を
ご

存
知
の
方
は
ど
う
か
ご
発
表
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【　

 

】
内
の
数
字
は
ご
く
一
般
的
な
も
の
の
参
考
価

格
（
単
位
一
〇
〇
円
前
後
）
と
な
り
ま
す
。

札
色
は
特
記
な
き
限
り
「
白
」
と
な
り
、「
赤
」
と
し

た
も
の
に
は
桃
～
茶
色
に
見
え
る
も
の
を
含
み
ま
す
。

吉
田
昭
二
氏
よ
り
画
像
を
お
借
り

し
ま
し
た
。日

本
銀
行
貨
幣
博
物
館
よ
り
画
像
を
お
借
り

し
ま
し
た
。

京
都
教
育
大
学
教
育
資
料
館
よ
り
画
像
を
お
借
り
し

ま
し
た
。

○
摂
州
宅
原 

馬
場
五
兵
衛
（
Ⅳ
）

　

播
州
引
請

・
銀
弐
匁
（
赤
）【100
】

前
掲
札
Ⅲ
に
「
播
州
引
請
」
を
嵌
め
込
ん
だ
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
あ
る
い
は
こ
ち
ら
が
先
行
札
で
し
ょ

う
か
（
削
除
さ
れ
た
も
の
も
散
見
さ
れ
ま
す
）。

○
摂
州
宅
原 

馬
場
五
兵
衛
（
Ⅴ
）

　

播
州
引
請 

引
替 

行
力
米
店

・
銀
拾
匁
（
赤
）【350

】

・
銀
弐
匁
（
赤
）【80

】

こ
ち
ら
は
前
掲
札
Ⅳ
に
「
引
替 

行
力
米
店
」
を
嵌
め

込
ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
か
。

○
摂
州
宅
原
會
所 

取
次 

平
山
忠
左
ヱ
門
（
Ⅵ
）

　

播
州
引
請 

鳥
町
引
替
會
所

・
銀
拾
匁
（
赤
）【400

】

・
銀
五
匁
（
赤
）【250

】

・
銀
壱
匁
（
赤
）【50

】

こ
ち
ら
は
裏
面
下
段
の
新
調
さ
れ
た
も
の
で
、「
上
松

源
十
郎
」
印
の
押
さ
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

○
鳥
町
引
替
會
所
（
Ⅶ
）

・
銀
壱
匁
（
赤
）【150

】

こ
ち
ら
も
前
掲
札
Ⅵ
と
同
様
、「
上
松
源
十
郎
」
印
の

押
さ
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

 

○
泉
陽 

引
替
所

・
銀
三
匁
（
赤
）【250

】

・
銀
壱
匁
【40

】

後
掲
札
と
も
ど
も
慶
應
二
年
の
発
行
札
で
す
。

○
請
負
方
「
止
所
」（
※
）

・
銀
三
匁
（
赤
）【150

】

・
銀
弐
匁
【20
】

・
銀
壱
匁
【20
】

こ
の
「
河
泉
両
国
札
」
は
最
も
存
在
の
多
い
タ
イ
プ

で
、
表
面
下
段
の
「
御
用
所
」
の
「
所
」
の
末
画
に
止

跳
二
手
が
存
在
し
、
こ
れ
を
分
け
て
み
ま
し
た
。

○
請
負
方
「
跳
所
」（
※
）

・
銀
弐
匁
【30

】

・
銀
壱
匁
【30

】

・
銀
五
分
（
青
）【400

】

・
銀
三
分
【400

】

こ
ち
ら
は
「
跳
所
」
と
な
る
も
の
で
す
。

 

御
米
下
融
通
手
形
（
諸
方
通
用
）

 
御
米
下
融
通
手
形
（
河
泉
両
国
）

 

和
州
久
米
寺
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（
法
量 16.0

×3.2 cm

）

（
法
量 16.7

×4.3 cm

）

（
法
量 16.1

×3.9 cm

）

同
・
Ａ 

御
用
所　

銀
五
分	

【2
0

】

同
・
Ａ 

御
用
所　

銀
壱
匁	

【6
0
0

】

同
・
Ａ 

庄
田
儀
左
ヱ
門　

銀
二
匁	

【2
0

0

】

仁
和
寺
・
Ａ 

御
用
所　

銀
二
匁	

【1
5
0

】

（
法
量 16.3

×4.3 cm

）


